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　標高 3000m級の山々を有する日本アルプスは、秋
から春にかけて雪に覆われます。日本海に面した北ア
ルプスは特に雪が多く、毎年５メートルを超える雪が
積もります。写真は、冬の晴れた日に菅平高原から撮
影した北アルプスです。青空と真っ白な北アルプスは
何度見ても感動します。山に積もった雪は、春から夏
にかけて融け、麓の自然を潤します。ただ、日が当た
りにくい谷筋に吹き溜まった雪は、一年中融けること
がなく、長い年月をかけて雪渓や氷河に形を変えてい
きます。北アルプスは日本で唯一、氷河が存在する山々
です。
　そんな北アルプスにも、地球温暖化に伴う気候変化
が影響を及ぼす可能性があります。地球温暖化によっ
て気温が上昇することで、全国的に冬の積雪の減少
が予測されています。北アルプスでも、標高の低い
地域では積雪が大きく減少する可能性が高いとみら
れます。また、標高が高い地域でも、気温上昇によっ
て積雪期間が短くなることから、現在の生態系に影

響が出る可能性があります。地
球温暖化は雪を減らすばかりで
はありません。最近の研究から、
冬季の気温がかなり低い北アルプ
スなどでは、地球温暖化の進行に
伴い、厳冬期の降雪量が現在よりも
増え、短期間の降雪（いわゆるドカ雪）
も強まる可能性があることがわかってきました。水
資源として利用可能な冬季を通した雪の量が減るに
も関わらず、雪崩などの雪害を引き起こすドカ雪は
増えるという、厄介な未来がやってくるかもしれま
せん。
　ただ、地球温暖化が進む程度は、今後、世界が二酸
化炭素などの温室効果ガスをどのぐらい排出するかに
よって決まります。排出量が削減され、気温上昇が抑
えられれば、いまと同じような雪や生態系を有する北
アルプスが維持されるでしょう。
（かわせ ひろあき／気象庁気象研究所応用気象研究部・主任研究官）
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